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21世紀経営指標とは?

21世紀の経営指標 20世紀の経営指標- = ?
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労働生産性

経済的付加価値
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ソーシャル・インパクト(SI)

• 直訳すれば、「社会的影響」

–意図（e.g. 「慈善」、「チャリティ」、「フィランソロ
ピー」、「社会的責任」）や行動（e.g. 「社会貢献」、

「コンプライアンス」、「ガバナンス」）よりもそこか
ら実際に生み出される結果そのものに注目

–大小・強弱が測られるべきものという発想 3



ソーシャル・インパクト(SI)

• 自己犠牲や利他ではなく、”enlightened self-

interest”（広い視野からの自己利益）と合致

– 「自己」（私、うち、我々）の範囲の拡大

–見据える時間軸の拡大
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SIバリューチェーン

5Source: Catalog of Approaches to Impact Measurement: Assessing social impact in private ventures (2008, Sara Olsen 

and Brett Galimidi)



SI評価に伴う技術的困難

• そもそも客観的に測れるものなのか?

– 比較可能性 (Comparability)

• 包括的 vs 個別領域

• 自社時系列比較

• 他社比較

– 再現性 (Repeatability)

– 追加性 (Additionality)

• 主観による判断が不可欠ならば、誰の主
観がどのような重みで、どのような手順を
用いて斟酌されるべきか?

– アローの不可能性定理

– 推移関係 (Transitive relation) 6



異なる目的に応じて様々な
SI評価法が開発されてきた

7Source: Corporate Social Performance: From Output Measurement to Impact Measurement (2009, Karen Maas)
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8Source: Corporate Social Performance: From Output Measurement to Impact Measurement (2009, Karen Maas)



異なる目的に応じて様々な
SI評価法が開発されてきた

9Source: Catalog of Approaches to Impact Measurement: Assessing social impact in private ventures (2008, Sara Olsen 

and Brett Galimidi)



10Source: Catalog of Approaches to Impact Measurement: Assessing social impact in private ventures (2008, Sara Olsen 

and Brett Galimidi)

異なる目的に応じて様々な
SI評価法が開発されてきた



SI評価に伴う制度的困難

• 評価法を精緻で公正なものにしようとするほ
ど、多大な情報収集・処理コストが必要となる

• 情報収集・処理コストを負担するインセンティ
ブを設計する必要が出てくるが、そのリソース
を誰がどう分担するのかが問題になる

• SIの評価法は、それを広く普及させるための
制度まで考慮して設計する必要がある
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海外の制度事例：米国①

• B Corporation

– 2006年～

– B LabというNPOが、B Impact Ratings System（80項目
程度のWebアンケート）に基いて優良企業を認証

– 各チェック項目のウェイトは、雇用者数によって4種類（0、
1-4、5-29、30人以上）、業種によって3種類（製造業、小
売業、サービス業）の12通りに分類

– B corporationの認定・維持には費用がかかり、NPOであ
るB Labの運営費用にあてられている

– 2010年4月にはメリーランド州で法人格を認定する法案
が可決され、5月にはバーモント州でも可決された

– 参考：http://www.bcorporation.net/
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海外の制度事例：米国②

• L3C (low-profit limited liability company )

– 2008年～

–公益目的の事業体が、L3Cの法人格を認める州
で登記すると、慈善財団のProgram Related 

Investmentを受けることができる

–参考：
http://www.intersectorl3c.com/white_paper.ht

ml
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海外の制度事例：英国①

• Community Interest Company

– 2005年～

–公益目的の法人で、株式を発行できる

–株式配当額に制限あり (asset lock)

–寄付は受けられるが、税優遇は無い

–参考：http://www.cicregulator.gov.uk
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海外の制度事例：英国②

• Social Impact Bonds

– 2010年～

–事業者が公的事業を民間からの資金調達により
行い、得られた社会的結果に応じて政府から成
功報酬が支払われる

–参考： http://www.socialfinance.org.uk/sib
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海外の制度例：韓国

• 社会的企業育成法

– 2007年～

–社会的弱者の雇用＋公的事業を実施している事
業者を国が認証

–人件費補助、法人税減免当の財政的支援

–参考：
http://jicr.roukyou.gr.jp/data/korea_SE_law_v0

7.pdf#search='社会的企業育成法'
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海外の制度例：グローバル

• Impact Reporting & Investment Standards

– 2009～

– Global Impact Investment Networkがロックフェ
ラー財団、アキュメン財団、B-Labと提携し、整備
を進める

– Impact investmentに関心のある投資家に対す
る透明性・信頼性向上

–参考：http://iris.thegiin.org/
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